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箇
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納
と
す
る

一
、
山
加
の
樋
的
の
た
め
に
次
の
鋸
罵
張
を
”
膏
ふ

8
篠
月
一
同
観
麗
禽
を
開
く

〔［

ﾂ
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㊨
　
」
嘉
月
＝
悶
「
質
學
研
究
」
を
焚
行
ず
る

一
、
本
奇
一
－
の
晩
照
脳
キ
一
逢
春
あ
ジ
る
た
め
に
一
凄
娯
砦
干
名
を
お
く
、

添
員
は
哀
都
大
錐
哲
醸
科
敏
官
及
び
委
購
只
倉
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
繋
照
す
る

一
、
山
傘
櫓
は
は
へ
月
回
只
紅
蜘
蝋
と
し
、
奇
垣
昌
ハ
匹
は
瀞
父
絡
田
の
燃
刺
限
距
｝
設
け

な
い
、
學
校
・
隅
旧
館
・
典
他
の
闘
難
は
團
鵜
の
名
を
以
て
入

禽
す
る
こ
と
も
で
琶
る

一
、
禽
員
は
倉
費
と
し
て
年
八
σ
○
脳
、
菜
は
牟
年
四
〇
〇
園

を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
弾
誌
の
醗
諦
を
受
け
、
禽
誌
に
豫
告
す
る
諦
種
の

田
舞
に
禺
席
す
る
こ
と
が
で
還
る

一
、
本
割
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
本
禽
h
規
薩
長
の
跡
臥
正
一
門
齪
《
は
委
出
ハ
偉
一
4
の
瓶
匹
靴
敵
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

」
』

委
員

井出矢三松野西長田心高園島下重上臼有

内三二田縫中内田原程澤野井賀
影乾∴…菱…㌔俊照二婁

勉立鄭勉海夫治人郎範郎郎夫吉郎夫荷郎



ア

鯖　號　匿　次

撃
青
…

釦
」
珪
　
覇

ド
　
ロ

襲
，
‘
．
）

越
」
一
ρ

人
と
撃
問
：
：
：

松til　｛ifi　1．1｛　f．f

磯谷谷，、

克潮岬省

己郊治否謙

ヘ
ブ
ラ
イ
慧
想
に
於
け
る
憩
と
智
楼
：

謡

扇

1議

太

郊

♪レ波

マ夢
ツ野
へ：．1・ミ

ノレ鰍

　哲
　學
　と

　シ
　　ユ

　ラ
　イ

　工
　層

●
巳
◆

コド　ロレ

捻寓ミ

欝

輿

助

波
多
野
巾
小
卿
試
輯
日
醗
鯉
の
繭
V
…
概
吻
：
：
：
：
：

　
栄
慮
縞
「
波
蘭
野
気
敦
菅
瓢
」
第
一
灘
一

片

lll

正

直

唯
識
に
於
け
る
根
芋
の
問
題
：
・
：
：
・
：
：
夕
闇
，
述
明

次　號　躁　告

ぎ塁へ

穫…】

酌ゲ
なル．

もに

の於
　　け

　　る

　現
　讐
　的

　　も

　ごり

　　と

　；

　：

’f’

1．h

欲

し．一4

認
識
と
所
志
層
　
・
　
，
　
■
　
■
　
噂
　
，
　
璽
　
O
　
，
　
9
　
噛
　
，
　
．
　
，
　
，
　
，
　
噛
　
幽
　
●
　
■
　
，
　
，

山

内

得

立

ミ
ク
し
等
の
概
念
と
か
、
久
、
蜴
え
は
3
準
鋤
満
し
（
こ
の
癌
瞬
の
詳
細
に
就
て
は

に
繋
げ
る
雰
が
出
図
る
イ
、
あ
ろ
う
。

のハ
循｝

者

西
谷
大
饗
鯉
期
穴
學
部
〔
哲
塁
冒
教
夢
）

ド　　ゴご

母ダゴ

墨
誓裳

誌㌧

．一

…
九
五
…
年
九
・
十
月
號
嘩
照
）

の
脚
鵯
斗
帳
艶
虞
短
こ
転

’

性
よ
翼
雌
し
が
、
「
逆
接
の
徳
卸
　
が
、
菰
野
り
直
し
」
と
の
密
鋳
な
熱
闘
に
於
て
醐
れ
ら
れ
九
。
然
し
ル
、
の
飽
賢
鈴
、

ご
…
電
反
省
し
、

’
t

パ’

卜

乳

1

コ

ん
よ
、

ζ

こ
の
一
つ
の
概
か
ひ
に
鎚
晶
圓
鼻
、
、“
i

7
評
’

置
匹

を
持
の
、
て
來
る
の
で
あ
る
、
既
に
小
墜
粒
個
中
に
瞬
て
も
つ
｝
、
絶
望
耗
が
、
「
飛
州
購
が
、
「
自
由
に
が
、

　コ

瞬
鵜
t＿

が
　、

uこ1

P
三

龍

穂
一
し
て
い
る
靹
「
で
あ
り
、
・
《
れ
の
下
に
・
費
麗
［
の
離
…
き
れ
て
い
る
欝
趣
四
の
尖
…
編
弔
、
あ
っ
た
。
縛
…
が
｛
鞭
．
存
九
葎
的
牌
靴
下
｝
賦
払
テ
i
㌣
と
し
て
鵬
’
げ
る
多
く
の
も
の

最
初
に
蓮
べ
た
如
く
、
「
受
駅
り
寵
し
し
と
い
う
昌
．
論
点
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
，
所
の
も
の
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
考
が
そ
劇
か
．
申
心
と
し
て
魍

6箋＄

Φ
μ
欝
騎
⇔
訂
ゆ
し
に
於
曳
撮
く
歴
何
す
ゆ
事
に
よ
っ
て
謎
と
し
て
意
詠
凧
さ
れ
て
、
飛
蹴
卑
∴
演
じ
て
折
た
な
る
晶
々
泣
に
爪
次
て
臼
己
が
、
氷
ゆ
返
輔
の
内
へ
受

取
り
直
僧
劇
ね
ば
懸
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
賦
塀
で
あ
ゆ
、
自
認
の
瞬
復
《
、
あ
り
、
睡
灘
・
に
救
済
と
し
て
の
受
取
り
直
し
で
あ
る
、

帰、

ｳ
つ
と
し
て
も
℃
そ
病
が
韻
擁
に
塗
．
・
は
罪
で
あ
る
・
憎
い
．
－
寒
か
．
転
写
ず
．
ゑ
瀞
モ
ら
’
・
．
、

ゆ
ま
り

・
8
法
性
と
し
て
の
垣
観
が
’．s

軍
寒
e’ j

Lr’

哲

墨
斜
究

第

雛
自

七
猴i

難

八



會

告

一
、
噺
串
輸
へ
入
陰
口
蟹
畠
の
方
は
山
録
都
山
印
議
胤
一
泉
観
田
中
糊
門
浦
町
蹴
凹

女
堂
内
京
綿
哲
照
坐
曾
係
宛
に
榔
…
庸
茄
の
曾
費
を
お
櫛
込
下
さ
い

「
振
碁
口
座
京
都
［
九
五
五
大
番
　
旗
都
哲
學
奪
」

一
、
前
金
嫡
れ
の
鵬
登
は
幣
封
に
「
煎
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま
す

か
ら
就
ち
に
御
獅
馬
下
さ
い

一
、
癬
煽
篇
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